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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告看護師募集

保健師・薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師
臨床工学技士も募集しています。

あなたの支えは何ですか？
私たちの支えは、
「あなた」です。

詳しくはホームページをご覧ください。詳しくはホームページをご覧ください。

「当院だけの特典」もご覧ください。
携帯からのアクセスはQRコードより

http://www.fsih.jp/http://www.fsih.jp/

看護職を目指す学生さんは奨学金制度をご利用ください。

社団法人  全国社会保険協会連合会

福井社会保険病院
TEL.0779-88-0350TEL.0779-88-0350お気軽にお問い合わせください（庶務課）お気軽にお問い合わせください（庶務課）

保育施設完備…子育ても安心な環境です。
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件数内訳 平成23年4月末 前年比
総件数 175件 ＋5件
　人身事故
（うち高齢者）

17件
（8）

－5件
（＋2）

　　死　者
（うち高齢者）

2人
（2）

＋1人
（＋1）

　　傷　者 20人 －3人
　物損事故 158件 ＋10件

5月の納税

編
集
後
記

軽自動車税▶1期
納 期 限▶5月31日（火）
口座振替▶5月26日（木）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

勝
山
市
が
独
自
に
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
支
援
し
て

き
た
福
祉
避
難
所
の
運
営

が
、
５
月
１
日
か
ら
医
療

法
人
財
団
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
が
、
今
後
も
復
興

の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

環
境
保
全
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
前
園
さ

ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
腕
前
も
プ
ロ
級
で

す
。
今
後
も
コ
ラ
ム
や
写

真
を
定
期
的
に
ご
紹
介
し

て
い
く
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
本
文
記
事
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。

3月末現在
自 然 動 態 社 会 動 態

4月末現在 月間増減
出生 死亡 計 転入 転出 計

男 12,478人 3 17 －14 21 －19 2 12,466人 －12人
女 13,665人 10 15 － 5 22 －17 5 13,665人 －0人
合　計 26,143人 13 32 －19 43 －36 7 26,131人 －12人
世帯数 8,223世帯 8,223世帯 0世帯

人口の動き

　
『
太
平
記
』
に
出
て
く
る
三
峰
城
は
、
福
井
市

一
乗
谷
と
鯖
江
市
河か

和わ

田だ

と
の
間
の
「
城
山
」（
海

抜
四
〇
四
・
五
ｍ
）
で
あ
る
。

　

建
武
三
年
（
延え
ん
げ
ん元
元
年
・
一
三
三
六
）
十
月
、

新
田
義
貞
は
金か
ね

ヶが

崎さ
き

城（
敦
賀
市
）に
立
て
籠
も
っ

た
が
、翌
年
三
月
、杣そ
ま

山や
ま

城
（
南
越
前
町
）
に
移
っ

た
。
こ
の
年
、
平
泉
寺
は
三
峰
城
に
入
り
、
脇わ
き

屋や

義よ
し

助す
け

を
迎
え
た
。
こ
の
こ
と
を
『
太
平
記
』
は
「
こ

の
時
ま
で
は
、
平
泉
寺
の
衆し
ゅ

徒と

等ら

、
み
な
二
ふ
た
ご
こ
ろな

き
将
軍
方
に
て
あ
り
け
る
が
、
如い
か
が何
思
ひ
け
ん
、

過く
わ

半は
ん

引
き
別
れ
て
宮み
や

方か
た

に
与よ

力り
き

し
、
三
峰
に
打
ち

出
で
て
城
を
構
へ
て
、
敵
を
待
つ
と
こ
ろ
に
伊い

自じ

良ら

次じ

郎ら
う

左さ
え
も
ん
の
じ
や
う

衛
門
尉
こ
れ
に
与く
み

し
て
、
三
百
余
騎
に

て
馳は

せ
加く
は

は
る
」
と
記
し
て
い
る
。「
将
軍
方
」

は
足
利
尊
氏
の
北
朝
、「
宮
方
」
は
後
醍
醐
天
皇

の
南
朝
を
示
す
。「
過
半
引
き
別
れ
て
宮
方
に
与

力
し
」
と
い
う
文
言
は
、
平
泉
寺
の
行
動
を
読
み

解
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
平
泉
寺
衆
徒
の

過
半
が
、
引
き
別
れ
て
後
醍
醐
天
皇
方
の
南
朝
に

つ
く
こ
と
を
決
意
し
、
三
峰
城
に
立
て
籠
も
っ
た
。

さ
ら
に
平
泉
寺
に
与
力
し
た
の
が
大
野
の
伊
自
良

次
郎
左
衛
門
で
、
上か
み

味あ
じ

見み

の
中な
か
ん
て手
に
城
館
を
建
て
、

道
元
禅
師
と
と
も
に
来
日
し
た
中
国
僧
寂じ
ゃ
く

円え
ん

が
、

宝ほ
う
き
ょ
う慶
寺じ

を
開
山
す
る
の
に
助
力
し
た
。

　

平
泉
寺
は
三
峰
城
に
脇
屋
義
助
を
迎
え
て
援
軍

し
、
新
田
義
貞
が
越
前
を
制
圧
す
る
の
に
助
力
し

た
。

　

三
峰
城
の
北
西
八
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
所
に
、
中
世

三み
つ

峰み
ね

寺じ

と
い
う
山や
ま
で
ら寺
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
の
墓
地

跡
か
ら
は
六
〇
基
あ
ま
り
の
五
輪
塔
な
ど
の
墓
塔

が
発
掘
さ
れ
た
が
、
こ
の
寺
は
平
泉
寺
の
末
寺
で

あ
っ
た
。
こ
の
地
に
江
戸
期
子こ

安や
す

観か
ん

音の
ん

堂ど
う

が
あ
っ

た
が
、
こ
の
本
尊
の
聖し
よ
う
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
り
つ
ぞ
う

観
音
菩
薩
立
像
（
平
安
後

期
作
）
は
、
三
峰
寺
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
堂
は
明
治
以
後
は
白
山
神
社
と
な
り
、
ま
た
三

峰
村
の
山
崎
久き
ゆ
う
す
け助
家
は
由
緒
あ
る
家
柄
と
し
て
、

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
こ
の
地
で
生
活

し
た
。（
参
考
文
献「
新

編
日
本
古
典
文
学
全

集
55　

太
平
記
②
」、

三
峯
城
跡
保
存
会「
三

峯
の
歴
史
、
伝
説
・

浪
漫
」）

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

三峰城跡（城山）と三峰の村（昭和5年則図）

三峰城跡に建つ「脇屋三峰城跡に建つ「脇屋
義助卿守戦之地」と銘義助卿守戦之地」と銘
のある石碑のある石碑


